
資料４ 
 

市指定天然記念物「小牧小学校校庭のクロマツ」の倒木について 

 

令和７年１２月１２日（金）午後２時３０分頃、小牧小学校校庭のクロ

マツ３本のうち、西側の１本が根際から倒木しました。 

当時、４年生１クラスが校庭で体育の授業中でしたが、幸い人的、物的

被害はありませんでした。 

同日、小学校のカラーコーンとトラバーにより立入禁止措置を行い、翌

１３日（土）、１４日（日）には倒木したマツの撤去、仮支柱の追加、１６

日（火）には工事用フェンスにて周囲を囲いました。 

その後、樹木医に今回西側のマツが倒木した原因と、残り２本のマツの

現状について調査を依頼したところ、以下の回答が得られました。 

 

１．倒木の原因 

・北からの強い風（当時最大瞬間風速：14.7m/s）や最下部の心材が腐朽し

空洞化していることが倒木の主な原因と考えられますが、マツの周辺環

境が変化したことや最適な支柱を設置できないことなども、倒木した要

因の一つと考えられます。 

 

２．残り２本のマツの状態 

・倒木したマツと同様に２本とも幹は中空になっており、腐朽は進行して

います。また、倒木を防ぐためには、現状の支柱よりかなり高い位置に

支柱を設置することが必要ですが、スペースの問題などにより現実的に

は不可能です。また、現状のままでは、今後の強風によっては支柱の横

木を支点に幹が折れることも予想されます。 

・東のマツは３本のマツのうち最も健康状態が悪く、根も東側の太い根が

校舎建替えの際に切られ、南側にも根が無いため、校舎側又は南側に倒

れる可能性は否定できません。 

・中のマツは幹最下部北～西側が腐朽・空洞化し、また根は東～南東側の

みであり、西～南側方向へ倒れる可能性は否定できません。 

 



滅 失 ・ き 損 等 届 

 

                           令和７年１２月１６日 

 

 （あて先）小牧市教育委員会 

 

住  所 小牧市小牧三丁目１７ 

                 氏  名 小牧市立小牧小学校 

                      校長 松永 恒二 

                 名 称 及 び 

                 代表者氏名 

                        

 下記のとおり市指定の文化財がき損しました。 

 

記 

 

１ 種別及び名称 

 天然記念物 小牧小学校校庭のクロマツ 

２ 指定年月日及び指定書の記号番号 

 平成１０年３月２７日 第２６号 

３ 所在の場所 

 小牧市小牧三丁目１３番地１ 

４ 所有者の氏名（名称）及び住所 

  宗教法人 神明社 小牧市小牧五丁目１５３ 

５ 管理責任者がある場合は、その氏名（名称）及び住所 

  小牧市立小牧小学校 小牧市小牧三丁目１７ 

６ 滅失、き損、亡失又は盗難（以下「滅失・き損等」という。）の事実の生じた日時 

   令和７年１２月１２日 午後２時３０分頃 

７ 滅失・き損等の事実の生じた当時における管理の状況 

   通常のとおり 

８ 滅失・き損等の原因 

 北からの強風 

９ き損の場合は、その箇所及び程度並びに市指定の文化財がその保存上受ける影響 

   ３本の松のうち、西側の松が根元から倒壊。 

   他の２本も支柱により支持されているが、幹が中空になっており、今後同様に

倒壊する可能性がある。 

10 滅失・き損等の事実の知った日 

  令和７年１２月１２日 

11 滅失・き損等の事実を知った後に執られた処置  



   追加の仮支柱を南面に設置するとともに、周囲を工事用フェンスで囲い、立入

禁止とした。 

12 その他参考となるべき事項 

           

 

（添付書類） 

 滅失・き損等の状態を示すキャビネ型写真及び図面 

  



 

令和７年１２月１２日（金）倒木直後の様子 

 幹内部の空洞化の状況 



 

現在の状況（フェンス、仮支柱追加） 


















